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旅籠町・伝馬町・近世遊廊

旅籠町(東側)と伝馬町(下伝馬町西
側)は近世まで遊廊だったが、近代以
降の芸娼分離政策によって北部の
「双葉園」に集団移転。かつては遊廊
ならではの「思案橋」もあった。

牢屋跡

千歳町：近世花街

芸妓本位の遊興地。中央検番が設置
●近世：足軽町(下級武士街)
●近代：大正14年(1925)に新町名

成子坂下：近世浜松の南境界

東海道が食違い状に屈曲し
ていた。現北側歩道が旧東
海道である。

浜松駅：浜松の発展源

明治21年(1888)開業。以
降、浜松の新市街地は、旧市
街地(城下町・宿場町)の外
縁部へと発展することに。

浜松宿：遠州最大の宿場町

品川宿から数えて29番目。本陣が
6軒、旅籠が94軒あったとされる。

五社神社

浜松の代表的な神社。
2代将軍秀忠公誕生
の際に産土神として
現在の地に遷された。

浜松城大手門

東海道の先に位置した大手
門(正面約15m)は、近世浜松
のランドマークだった。

引間宿

文献史料および中世陶磁器の
散布から家康公入城前にあっ
た「引間宿」と推定されている。

引間城

家康公築城前の中世城郭。方形曲輪が並
列的に配置された、求心性の乏しい縄張。

田町

肴町

鍛冶町

早馬町

元目町

広
小
路
通
り

天守門

清水谷

天守台

付櫓門天守曲輪

西端城曲輪

二の丸御殿

二の丸表門

高町

紺屋町

大工町

紺屋役(染色)も藩の
御用職人のひとつ。染
め物屋がたくさんあっ
たことから紺屋町と
名付けられた。

玄黙寺(榛原郡能満寺
の末寺)があったこと
から名づけられた。

戦国時代から築城、城下町づくりに
活動した職人「大工」が住んでいた
場所。藩の御用役のなかでも一番
人数が多かったと言われている。

金属を鍛錬して製品を製造
するかじ職人は、合戦や築
城、藩政に欠かせない。家康
公は三の丸(元城町)に、かじ
屋敷を造って住まわせたの
がはじまりと伝わる。後に、
城内整備のため集団移転し、
今の鍛冶町が形成された。

交通業者が
多かった町

塩業者が住んでいた町
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遠鉄百貨店
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ビオラ田町

市立中央図書館

浜松市役所

遠州病院駅

古城

浜松城公園

家康公が早馬で通り過ぎたと
いう伝説があるが、東海道の
馬仕立て場だったことからの
地名と考えられている。

家康公の時代は徳川四天
王の榊原康政らが住み、
家康公の二番目の正妻朝
日姫が輿入れの際に立ち
寄っている。坂道沿いの半
僧坊付近に桜の名木があ
り、家康公が花見を楽しん
だ場所と言われている。

行商人は連尺(連雀・連
着)という道具を背に
歩いたということにち
なんで名づけられた。
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鍛冶町
通り

有
楽
街

板屋町

魚商の町

交通業者が
多かった町

浜松城下町MAP
徳川譜代による中世～近世浜松城時代の
浜松城下町・宿場町を想い浮かべながら、
浜松城周辺を散策してみよう!

永
禄
11
年（
1
5
6
8
）、家
康
公
は
三
河（
岡

崎
）か
ら
遠
江（
浜
松
）へ
入
り
、今
川
領
の
制

圧
を
開
始
し
た
。武
田
信
玄
が
駿
府
へ
進
出
を

図
る
と
、家
康
公
は
そ
の
侵
攻
に
備
え
、遠
州

一
帯
を
見
渡
せ
る
三
方
ヶ
原
の
丘
に
着
目
。

天
下
を
取
る
た
め
に
は
武
田
を
倒
さ
な
け
れ

ば
と
、家
康
公
は
元
亀
元
年（
1
5
7
0
）、岡

崎
城
を
長
男
の
信
康
に
任
せ
、本
拠
地
を
遠
江

の
引
間
城
へ
移
す
。西
側
の
丘
陵
一
帯
へ
城
域
を

拡
張
し
て
浜
松
城
と
名
付
け
、城
の
整
備
と
同

時
に
家
臣
団
を
城
下
の
各
所
に
配
置
し
、商
工

業
者
を
集
住
さ
せ
た
。当
時
の
浜
松
城
は
高
い

石
垣
や
天
守
は
な
く
土
造
り
の
城
で
あ
っ
た
。

堀
尾
吉
晴
は
尾
張
国
の
出
身
で
、豊
臣
秀
吉

に
仕
え
た
三
中
老
の
一
人
。小
田
原
の
北
条
攻

浜松城の歴史

高
力
忠
房
は
遠
州
国
浜
松
の
生
ま
れ
。二
代

将
軍
徳
川
秀
忠
の
信
任
が
厚
く
、幕
府
か
ら
も

信
頼
さ
れ
、治
政
に
長
け
る
人
物
だ
っ
た
。約
20

年
間
の
浜
松
在
城
期
に
は
、城
下
町
の
町
割
り

や
、宿
場
町
と
し
て
の
機
能
・
財
政
の
整
備
を

行
い
、町
づ
く
り
を
軌
道
に
乗
せ
た
。寛
永
12

年（
1
6
3
5
）、参
勤
交
代
制
の
確
立
で
、大

名
の
往
来
が
激
し
く
な
る
に
つ
れ
、大
名
・
公
家
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エ
リ
ー
ト
コ
ー
ス
を
望
む

歴
代
城
主
に
守
ら
れ
、

今
日
の
浜
松
へ
と
発
展

浜
松
城
は
お
も
に
家
康
公
ゆ
か
り
の
譜
代
大

名
が
城
主
と
な
り
、浜
松
藩
政
3
0
0
年
の

間
に
25
代
も
の
城
主
が
在
任
し
た
。城
主
の

多
く
が
幕
府
の
役
職
に
就
く
た
め
、浜
松
在

住
期
間
は
短
く
、立
ち
代
わ
り
で
交
代
し
て

き
た
が
、浜
松
城
の
変
改
と
拡
大
と
と
も
に
、

浜
松
の
街
を
今
日
の
姿
へ
と
発
展
さ
せ
て
き

た
の
で
あ
る
。
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●1570年 姉川の戦い
●1572年 三方ヶ原の合戦

●1575年 長篠の戦い
●1582年 本能寺の変 
●1584年 小牧・長久手の戦い

徳川家康在中のおもな出来事

●1633年 鎖国令発令
●1637年 島原の乱

高力忠房在中のおもな出来事

●1590年 小田原攻め　●1600年  関ヶ原の戦い
●1603年 徳川家康、征夷大将軍に任命され江戸に幕府を開く

堀尾吉晴在中のおもな出来事

浜松城公園内に建て
られている若き日の
家康公銅像。

「松江開府の祖」とし
て建てられた堀尾銅
像。（島根県松江市）

家康公が興した浜松の町は、天竜川が頻繁
に氾濫し水浸しになる厄介な土地だった。そ
んな浜松の土地でも栽培でき、生活を支え
たのが綿花である。浜松が綿花の一大産地
になると織機を作る職人が集結。技術は
脈々と受け継がれ、楽器や自動車など様々
なものづくりへと発展した。浜松の産業発展
は、まさに家康公の在城が原点と言える。ま
た、大都市江戸の形成の際も、家康公は浜
松から有能な人物を呼び寄せたと伝えられ
ており、江戸のルーツも浜松にありと言っても
過言ではない。東京の「浜松町」は、浜松出
身者が名主を務めたことに由来している。※菅沼定政は家康公が上洛の際、

　代理で城を管理する「城代」

浜松城を深堀り！
Part1

7 6

元亀元年～
天正14年

（1570～1586）

①徳川家康
引間から浜松という地名に改名

天正18年～
慶長4年

（1590～1599）

②堀尾吉晴
浜松城に天守閣を建築

慶長4年～
慶長5年

（1599～1600）

③堀尾忠氏
元魚町の魚商、肴町に移る

慶長6年～
慶長14年

（1601～1609）

④松平忠頼
家康公により伝馬制が定まる

慶長14年～
元和5年

（1609～1619）

⑤水野重仲
綿作が年貢の対象となる

元和5年～
寛永15年

（1619～1638）

⑥高力忠房
天竜川氾濫、町づくりが軌道に乗る

寛永15年～
正保元年

（1638～1644）

⑦松平乗寿
五社・諏訪両名神竣工

正保元年～
寛文11年

（1644～1671）

⑧太田資宗
馬込橋・土橋を板橋にする

寛文11年～
延宝6年

（1671～1678）
⑨太田資次

延宝6年～
延宝7年

（1678～1679）
⑩青山宗俊

延宝7年～
貞享2年

（1679～1685）
⑪青山忠雄

貞享2年～
元禄15年

（1685～1702）

⑫青山忠重

元禄15年～
享保8年

（1702～1723）

⑬松平資俊
宿内総軒数1386軒 旅籠151軒

元禄期の武家屋敷は54軒

享保8年～
享保14年

（1723～1729）
⑭松平資訓

享保14年～
延享元年

（1729～1744）

⑮松平信祝

延享元年～
寛延2年

（1744～1749）
⑯松平信復

浜松藩に目安箱を採用する

寛延2年～
宝暦2年

（1749～1752）
⑰松平資訓

宝暦2年～
宝暦8年

（1752～1758）
⑱松平資昌

宝暦8年～
明和3年

（1758～1766）
⑲井上正経

明和3年～
天明6年

（1766～1786）
⑳井上正定

天明6年～
文化14年

（1786～1817）

　井上正甫
伊能忠敬、遠州海岸を測量する

文化14年～
弘化2年

（1817～1845）

　水野忠邦
節約令を布達

弘化2年
（1845） 　水野忠精

弘化2年～
弘化4年

（1845～1847）
　井上正春

弘化4年～
明治元年

（1847～1868）

　井上正直

め
の
あ
と
浜
松
城
主
と
な
り
、現
在
見
ら
れ

る
石
垣
や
天
守
を
築
い
た
。さ
ら
に
二
俣
城

や
鳥
羽
山
城
も
改
修
し
、家
康
公
が
築
い
た

戦
国
の
城
を
近
世
城
郭
へ
と
大
き
く
変
貌
さ

せ
、豊
臣
政
権
の
天
下
を
世
に
知
ら
し
め
た
。

そ
の
後
、出
雲
・
隠
岐
国
の
国
持
大
名
へ
と
出

世
し
、松
江
城
を
築
城
す
る
。そ
の
姿
は
浜
松

城
と
似
て
い
た
と
み
ら
れ
、浜
松
城
の
天
守

を
参
考
に
し
た
と
も
考
え
ら
れ
て
い
る
。

家康公トリビア が
泊
ま
る
本
陣
が
成
立
。浜
松
宿
に
お
い
て
は

伝
馬
町
3
軒
・
旅
籠
町
2
軒
・
連
尺
町
1
軒
の

計
6
軒
。東
海
道
筋
の
宿
場
で
6
軒
も
あ
っ
た

の
は
箱
根
の
ほ
か
、浜
松
だ
け
で
あ
る
。

（のりなが）

（すけむね）

（すけとし）

（すけのり）

（のぶとき）

（のぶなお）

※天正14年～天正18年（1586～1590）菅沼定政

浜松城歴代城主

天竜川が決壊、被害甚大


